
- 1 -

令和３年由仁町議会第５回臨時会 第１号

令和３年１２月６日（月）

〇議事日程

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 諸般の報告

１、会務報告

２、例月出納検査報告

４ 議案第 １号 令和３年度由仁町一般会計補正予算について

〇出席議員（９名）

議長１０番 熊 林 和 男 君 副議長 ９番 後 藤 篤 人 君

１番 大 畠 敏 弘 君 ２番 羽 賀 直 文 君

３番 早 坂 寿 博 君 ４番 加 藤 重 夫 君

５番 浮 田 孝 雄 君 ６番 佐 藤 英 司 君

７番 平 中 利 昌 君

〇欠席議員（１名）

８番 大 竹 登 君
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局 長 河 合 高 弘 君

主 査 濱 道 義 継 君
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◎開会 午前１０時００分

◎開会の宣告

〇議長（熊林和男君） ただいまの出席議員は９名で、定足数に達しております。

よって、令和３年由仁町議会第５回臨時会は成立いたしましたので、開会をいたします。

◎開議の宣告

〇議長（熊林和男君） これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（熊林和男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、９番 後藤君、１番 大畠君

を指名いたします。

◎日程第２ 会期の決定

〇議長（熊林和男君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日限りといたしたいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

したがって、会期は本日１日限りとすることに決定いたしました。

◎日程第３ 諸般の報告

〇議長（熊林和男君） 日程第３、諸般の報告を行います。

初めに、１の会務報告をいたします。会務報告は、お手元に配付したとおりです。御覧

おきいただきたいと思います。

次に、２の例月出納検査報告をいたします。監査委員から令和３年度８月分から１０月

分の由仁町各会計例月出納検査結果の報告がありましたので、お手元に配付したとおりで

す。御覧おきいただきたいと思います。

以上で日程第３の諸般の報告を終わります。

◎日程第４ 議案第１号

〇議長（熊林和男君） 日程第４、議案第１号 令和３年度由仁町一般会計補正予算につ

いてを議題といたします。

町長から提案理由及び内容の説明を求めます。

町長
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〇町長（松村 諭君） 議案第１号 令和３年度由仁町一般会計補正予算について、提案

の理由を申し上げます。

このたびの補正は、歳出では子育て世帯への臨時特別給付金及び新型コロナウイルスワ

クチンの追加接種に係る費用の計上で、歳入ではこれらの財源として国庫支出金などを増

額するものであります。

内容につきましては、副町長に説明させますので、ご審議くださいますようお願いを申

し上げます。

〇議長（熊林和男君） 副町長

〇副町長（田中利行君）

「記載省略」

〇議長（熊林和男君） 内容の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑

はありませんか。

浮田君

〇５番（浮田孝雄君） 町長に１点お伺いしたい。

子育て支援の給付金２，８７５万と。これは、今報道で示されているとおり現金５万と

クーポン５万分と。これは国の委託事業として町長はやろうとしているのでしょうけれど

も、子育て支援としてこれを見るのか、それとも国の委託事業、ただこれだけとして見る

のか、町長はどんな考え方しているのですか。

〇議長（熊林和男君） 暫時休憩します。

休憩 午前１０時１２分

再開 午前１０時１２分

〇議長（熊林和男君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。

町長

〇町長（松村 諭君） 浮田議員のご質問にお答えをいたします。

この事業につきましては、制度上は自治事務という扱いになっているようでありますが、

歳入から歳出に至るまで全て国費が投入されておりますので、さきの衆議院選挙の公約の

一つとして進められているわけでありまして、私はこの本会議の場においてこの事業につ

いてとやかく、あるいは批判的な立場、あるいは賛成する立場で意見を申し上げるつもり

はありませんが、これは子育て、子供たちを抱えている世帯にとっては、その子育て支援

の一環としてなされるものだなというふうに考えております。しかし、その効果はどれだ
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けのものがあるのかということになりますと、これは調査をしたわけではありませんので、

どのような結果をもたらすのかということは計り知ることはできません。ただ、迅速な交

付ということなので、現行の児童手当やこの制度の枠に当てはめて給付するということで

ありますので、これまで続けられてきた児童手当というものは様々な問題を抱えている制

度でありますので、これを棚上げに今までしてきた問題を解決せずにその延長線上でこの

ような事業が行われているということに関しては、私は疑問を持っているところでござい

ます。

〇議長（熊林和男君） 浮田君

〇５番（浮田孝雄君） 深掘りはしないで表面だけで質問していきます。

これも１回こっきりと、毎月継続するわけでもないと。昨年配った１０万円についても

１回こっきりと。ところが、御存じのとおり今回のコロナの関係で事業から勤め人から非

正規雇用者から全てがこのコロナの被害を間接的に受けています。そこで、町長にお聞き

したいのは、今回は国の事業としてお手伝いしましょうと。先ほど説明されたように、こ

れは分かりますと。それでは、そこまで効果があるのであれば由仁町単独として由仁町の

在住、子育て世帯に対して手を差し伸べようというお考えはございますか。

〇議長（熊林和男君） 町長

〇町長（松村 諭君） 浮田議員の２回目のご質問にお答えをいたしますが、現在進めよ

うとしていることについては、私あるいは浮田議員も、もしかしたら思いは同じかもしれ

ません。ただ、ここは本会議場ですので、この思いを申し上げることはしませんが、私は

私がこれまで進めてきた町政の中において、私はどちらかというとばらまき政策に対して

は批判的な立場であります。ばらまきには効果がないというふうに考えております。それ

はなぜか。現金給付というものは、富の再配分になるわけです。富める人からお金を集め

て、そして困っている人に給付をするということ、これが根底にあるわけでありまして、

町が単独で進めるということになれば、これはやはり町民の皆さんの合意が必要であると

考えております。お金をばらまいたから、それできちんと効果があるのかと、ばらまかな

くても何かできる事業はないのか、多角的に考えてみる必要があると私は思っております

ので、町単独でこの問題に関してさらに現金給付をする、あるいは上乗せで給付をすると

いう考えはありません。

〇議長（熊林和男君） そのほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） 質疑はないものと認めます。

討論はないものと思いますので、直ちに採決を行いたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。
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（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

これから採決を行います。

議案第１号 令和３年度由仁町一般会計補正予算については、原案のとおり決すること

にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎閉会の宣告

〇議長（熊林和男君） これで本日の日程は全部終了いたしました。

令和３年由仁町議会第５回臨時会を閉会いたします。

ご苦労さまでした。

◎閉会 午前１０時１８分
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